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○栗東市体育館の設置及び管理に関する条例 

昭和５３年７月１日 

条例第２７号 

（設置） 

第１条 スポーツ及びレクリエーションの振興と市民の文化教養の向上を図り、あわせて心身の健全な

発達を促進することを目的として栗東市体育館（以下「体育館」という。）を設置する。 

（名称及び位置） 

第２条 体育館の名称及び位置は、次のとおりとする。 

名称 位置 

栗東市民体育館 栗東市川辺３９０番地１ 

十里体育館 〃  十里４０５番地１ 

野洲川体育館 〃  出庭２０８３番地 

治田西スポーツセンター 〃  小柿一丁目１番１１号 

（指定管理者による管理） 

第３条 体育館の管理は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４４条の２第３項の規定に基づ

き、法人その他の団体であって市長が指定するもの（以下「指定管理者」という。）に管理を行わせ

るものとする。 

（指定管理者の指定の手続） 

第４条 前条の規定による指定を受けようとするものは、事業計画書その他の規則で定める書類を添え

て市長に申請しなければならない。 

２ 市長は、前項の規定による申請があったもののうちから、次に掲げる基準に照らして総合的に審査

し、体育館の管理を行わせるに最適と認めるものを、議会の議決を経て、指定管理者として指定する

ものとする。 

（１） 施設を利用する者の平等な利用の確保及びサービスの向上が図られること。 

（２） 施設の適切な維持管理及び管理経費の縮減が図られること。 

（３） 事業計画書の内容が、施設の効用を最大限に発揮するものであること。 

（４） 事業計画書に沿って、計画的で適切な事業を安定して行う能力を有すること。 

（協定の締結） 

第５条 市長と指定管理者とは、規則で定めるところにより、体育館の管理に関する協定を締結するも

のとする。 

（指定管理者の業務の範囲） 

第６条 指定管理者が行う業務の範囲は、次のとおりとする。 

（１） 体育館の運営に関すること。 
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（２） 体育館の利用に関すること。 

（３） 体育館の維持管理に関すること。 

（４） その他体育館の管理業務で市長が必要と認めること。 

（注意義務） 

第７条 指定管理者は、この条例及びこの条例に基づく規則その他関係法令等を遵守し、善良な管理者

の注意義務をもって業務を行わなければならない。 

（施設の変更禁止） 

第８条 指定管理者は、施設等を模様替えし、又はこれに特別の設備を付設してはならない。ただし、

市長の承認を得たときは、この限りでない。 

（目的外使用の禁止） 

第９条 指定管理者は、施設等を目的外に使用し、又は使用させてはならない。 

（守秘義務） 

第１０条 指定管理者の役員及び職員は、業務上知り得た秘密を他に漏らしてはならない。その職を退

いた後も、同様とする。 

（個人情報の取扱い） 

第１１条 指定管理者は、個人に関する情報（以下「個人情報」という。）の漏えい、滅失、損傷又は

改ざんの防止、その他保有する個人情報の適切な管理のために必要な措置を講じなければならない。 

２ 指定管理者の役員及び職員は、業務上知り得た個人情報をみだりに他人に知らせ、又は不当な目的

に使用してはならない。その職を退いた後も、同様とする。 

（事業報告書の提出） 

第１２条 指定管理者は、毎年度終了後、規則で定めるところにより、その業務に関する事業報告書を

作成し、市長に提出しなければならない。 

（業務報告の聴取等） 

第１３条 市長は、体育館の管理の適正を期するため、指定管理者に対し、その業務及び経理の状況に

関し、報告を求め、実地に調査し、又は必要な指示を行うことができる。 

（指定の取消し等） 

第１４条 市長は、指定管理者が前条の指示に従わないとき、又は当該指定管理者による管理を継続す

ることが適当でないと認めるときは、その指定を取り消し、又は期間を定めて業務の停止を命じるこ

とができる。 

（開館日等） 

第１５条 体育館の開館日は、次に掲げる日以外の日とする。 

（１） １２月２９日から翌年１月３日までの日 

（２） 毎週月曜日。ただし、国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休

日（以下「休日」という。）に当たる場合は、その翌日以後の最初の休日でない日 
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２ 体育館の開館時間は、午前９時から午後９時までとする。 

３ 開館日及び開館時間について、前２項の規定にかかわらず、指定管理者は、特に必要があると認め

るときは、栗東市教育委員会教育長の承認を得て、開館若しくは休館し、又は延長若しくは短縮する

ことができる。 

（使用の許可等） 

第１６条 体育館を使用しようとする者は、指定管理者に規則で定めるところにより申請書を提出し、

その許可を受けなければならない。 

２ 次の各号のいずれかに該当すると認められるときは、指定管理者は、体育館の使用を許可せず、又

は許可を取り消すことができる。 

（１） 公益を害するおそれがあるとき。 

（２） 管理上支障があるとき。 

（３） その他栗東市教育委員会（以下「教育委員会」という。）又は指定管理者が使用を不適当と

認めたとき。 

（利用料金） 

第１７条 体育館使用の許可を受けた者（以下「使用者」という。）は、別表に定める利用料金を前納

しなければならない。ただし、使用時間の超過又は使用区分の変更に係る利用料金は、利用終了後に

納付するものとする。 

２ 前項の利用料金は、別表に定める額の範囲内において、指定管理者があらかじめ市長の承認を得て

定める額とする。 

３ 既に納付した利用料金は、返還しない。ただし、使用者の責めに帰することのできない理由によっ

て体育館を使用できなくなったとき、又は指定管理者において特別の理由があると認めたときは、そ

の全部又は一部を返還することができる。 

（利用料金の収入） 

第１８条 利用料金は、地方自治法第２４４条の２第８項の規定により指定管理者の収入として収受さ

せるものとする。 

（利用料金の減免） 

第１９条 指定管理者は、栗東市公の施設の使用料等の減免の基準に関する規則（平成２０年栗東市規

則第４０号）の規定により、利用料金の全部又は一部を免除することができる。 

（使用者の義務及びその責任） 

第２０条 使用者は、その責めに帰する理由によって体育館の附属設備その他の器具を滅失又は破損し

た場合は、弁償の責任を負うものとする。 

２ 使用者は、体育館の使用を終了したときは、清掃及び整頓をし、指定管理者に届け出なければなら

ない。 

３ 使用者は、体育館使用の権利を他人に譲渡又は転貸してはならない。 
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（教育委員会規則への委任） 

第２１条 この条例の施行について必要な事項は、教育委員会規則で定める。 

附 則 

この条例の施行期日は、別に規則で定める。 

（昭和５３年規則第１７号で昭和５３年９月２４日から施行） 

附 則（昭和５４年６月１９日条例第２４号） 

この条例は、昭和５４年７月１日から施行し、施行日以後に係る使用料から適用する。 

附 則（昭和５５年１２月２３日条例第４２号） 

この条例の施行期日は、別に規則で定める。 

（昭和 年規則第 号で昭和 年 月 日から施行） 

附 則（昭和５６年３月３１日条例第１８号） 

この条例は、昭和５６年４月１日から施行する。 

附 則（昭和５７年３月３１日条例第６号） 

この条例は、昭和５７年４月１日から施行する。 

附 則（昭和６０年３月２５日条例第１８号） 

この条例は、昭和６０年４月１日から施行する。 

附 則（昭和６１年３月３１日条例第７号） 

この条例は、昭和６１年４月１日から施行する。 

附 則（昭和６２年３月２８日条例第３０号） 

この条例は、昭和６２年４月１日から施行する。 

附 則（平成８年１２月２７日条例第２７号） 

この条例は、平成９年２月２４日から施行する。 

附 則（平成１２年９月２１日条例第３９号） 

この条例は、平成１２年１０月１日から施行する。 

附 則（平成１３年９月２１日条例第４０号） 

この条例は、平成１３年１０月１日から施行する。 

附 則（平成１６年１２月２７日条例第３３号） 

１ この条例は、公布の日から施行する。 

２ 改正後の栗東市都市公園条例、栗東市立公民館の設置及び管理に関する条例、栗東市体育館の設置

及び管理に関する条例及び栗東市屋外体育施設の設置及び管理に関する条例の規定は、平成１７年４

月１日以後の使用に係る使用料から適用し、同日前の使用に係る使用料については、なお、従前の例

による。 

附 則（平成１７年９月２７日条例第３５号） 

この条例は、平成１８年４月１日から施行する。ただし、第３条の次に１３条を加える改正規定（第
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４条を加える部分に限る。）は、公布の日から施行する。 

附 則（平成２０年９月２９日条例第２１号） 

この条例は、平成２０年１２月１日から施行する。 

附 則（平成２０年１２月２４日条例第５２号） 

この条例は、平成２１年７月１日から施行する。 

附 則（令和６年３月２２日条例第１５号） 

この条例は、令和６年７月１日から施行する。 

別表（第１７条関係） 

利用料金 

１ アリーナ 

 

施設名

 

 

 

使用区分 

市民体育館 十里体育館 野洲川体育

館 

治田西スポ

ーツセンタ

ー 

備考 

第１アリーナ 第２アリー

ナ 

アリーナ アリーナ アリーナ 

入場料

その他

これに

類する

料金を

徴収し

ない場

合 

平日 午前 ５，４００円１，８００円１，８００円２，７００円１，８００円１ 市民体育館第１アリーナ及

び野洲川体育館アリーナの２

分の１以下を使用する場合

は、それぞれの利用料金の２

分の１に相当する額とする。 

２ 市民体育館第１アリーナの

３分の１以下を使用する場合

は、それぞれの利用料金の３

分の１に相当する額とする。 

３ 市民体育館第１アリーナ及

び第２アリーナの冷房設備又

は暖房設備を使用する場合

は、実費相当額として規則で

定める額を利用料金に加算し

て得た額とする。 

４ 午前又は午後にアリーナの

照明設備を使用する場合は、

午後 ９，０００円３，０００円３，０００円４，５００円３，０００円

夜間 １４，４００円４，８００円４，８００円６，０００円４，８００円

土曜日 

、日曜

日及び

休日 

午前 ６，３００円２，２５０円２，２５０円３，１５０円２，２５０円

午後 １０，５００円３，７５０円３，７５０円５，２５０円３，７５０円

 夜間 １６，８００円６，０００円６，０００円８，４００円６，０００円 実費相当額として規則で定め

る額を利用料金に加算して得

た額とする。 

入場料

その他

平日 午前 ４５，０００円１５，０００

円

１５，０００

円

２２，５００

円

１５，０００

円

１ アマチュアスポーツ以外の

利用は、利用料金に当該利用



6/7 

これに

類する

料金を

徴収す

る場合 

午後 ７５，０００円２５，５００

円

２５，５００

円

３７，５００

円

２５，５００

円

料金の１００分の５０に相当

する額を加算して得た額とす

る。 

２ 市民体育館第１アリーナ及

び第２アリーナの冷房設備又

は暖房設備を使用する場合

は、実費相当額として規則で

定める額を利用料金に加算し

て得た額とする。 

３ 午前又は午後にアリーナの

照明設備を使用する場合は、

実費相当額として規則で定め

る額を利用料金に加算して得

た額とする。 

夜間 ９０，０００円３０，０００

円

３０，０００

円

４５，０００

円

３０，０００

円

土曜日 

、日曜

日及び

休日 

午前 ７２，０００円２４，０００

円

２４，０００

円

３６，０００

円

２４，０００

円

午後 １２０，０００

円

４０，５００

円

４０，５００

円

６０，０００

円

４０，５００

円

夜間 １５０，０００

円

５１，０００

円

５１，０００

円

７５，０００

円

５１，０００

円

２ 施設器具 

器具名 単価 利用料金（１時間帯） 備考 

電光掲示板 一式 １，０００円１時間帯とは、午前、午後、夜間

をいう。 
放送装置 

一式 ５００円

３ 会議室 

区分 市民体育館 野洲川体育館 備考 

会議室 午前 ９００円 ３９０円冷房設備又は暖房設備を使用し

たときは、利用料金に当該利用料

金の１００分の５０に相当する

額を加算して得た額とする。 

午後 １，５００円 ６５０円

夜間 １，２００円 ５２０円

４ トレーニング室 

区分 使用者 ２時間当たり 

トレーニング室 中学生 ９０円

高等学校の生徒又はこれらに準ずる者 １５０円

一般 ３００円

 

備考 

１ 使用者が市外居住者（草津市、守山市及び野洲市に居住する者を除く。）又は市外団体（草津

市、守山市及び野洲市に所在する団体を除く。）の場合は、利用料金に当該利用料金の１００分

の１００に相当する額を加算して得た額とする。 

２ 使用時間を超えて使用した場合は、超過時間に当該使用に係る利用料金の時間単価を乗じて得

た額を利用料金に加算して得た額とする。 
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３ 上記の使用時間及び利用料金によりがたい場合は、当該使用時間に当該利用料金の時間単価を

乗じて得た額を利用料金に加算して得た額とする。 

４ 使用時間に１時間未満の端数がある場合は、これを１時間とする。 

５ 使用者が民間事業者の場合は、利用料金に当該利用料金の１００分の１００に相当する額を加

算して得た額とする。 

６ 午前とは９時から１２時まで、午後とは１２時から１７時まで、夜間とは１７時から２１時ま

でをいう。 


